
平成２４年１１月３０日 午後７時３０分～

－産業や地域が輝く活力に満ちあふれた長崎県の実現－－産業や地域が輝く活力に満ちあふれた長崎県の実現－

－次第－－次第－

１．事業者側挨拶１．事業者側挨拶
時津町時津町 建設部長建設部長 濱中濱中 芳幸芳幸

長崎振興局長崎振興局 次長兼建設部長次長兼建設部長 西村西村 博史博史

２２．ルート帯（案）に．ルート帯（案）についての説明ついての説明
長崎振興局長崎振興局 建設部建設部 道路建設課道路建設課 中ノ瀬中ノ瀬 聡聡

３．意見交換３．意見交換
４．今後のスケジュールについて４．今後のスケジュールについて
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１．最初に１．最初１．最初にに ２．次に２．次２．次にに ４．最後に４．最後４．最後にに

ルート帯（案）ルート帯（案）
についてについて

時津町における
「西彼杵道路」の
ルート帯（案）に
ついてご説明し
ます。

想定される想定される
ルートルートの方向性の方向性
についてについて

時津町において
想定される「西彼
杵道路」のルート
の方向性につい
てご説明します。

今後の予定今後の予定

事業化に向けた
今後の概略スケ
ジュールについ
てご説明します。

はじめにはじめに ～ご説明内容の概要について～ご説明内容の概要について～～

３．次に３．次３．次にに

意見交換意見交換

住民の皆さんか
らのルート帯
（案）等について
のご意見をお伺
いします。
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１．ルート帯（案１．ルート帯（案））
についてについて



ルート帯（案）設定ルート帯（案）設定の流れの流れ

１．整備区間の１．整備区間の
設定設定

時津町内の整備区間を具体的に設定します。

２．現道拡幅の２．現道拡幅の
可否可否

整備区間における現道拡幅の可能性があるか否かについ
て評価します。

３．起終点の３．起終点の
設定設定

道路の起終点の位置を、既存の道路の構造等から設定し
ます。

４．コントロール４．コントロール
ポイントの抽出ポイントの抽出

ルートを考える際に、避けるべきポイント（コントロールポイ
ント）を抽出します。

５．ルート帯の５．ルート帯の
設定設定

１～４での検討を考慮し、ルート帯（案）を設定します。



川
平
有
料
道
路

前回の説明会で示した
整備予定区間

（鳴鼓
トンネル
）

長崎漁港臨港道路

日
並
中
央
線

5

井手園交差点

①① 整備区間の設定整備区間の設定

整備効果が高いと考えられる
井出園～日並間を対象とする。

日並交差点

18,000台/日

17,678台/日

40,951台/日

事故多発
県内ワースト20位
左底交差点

34,333台/日

事故多発
県内ワースト2位
時津三叉路交差点

事故多発
県内ワースト10位
時津交差点

道路交通センサス観測地点
事故多発交差点
大型商業施設



40,951台/日

34,333台/日

道路交通センサス観測地点
事故多発交差点
大型商業施設

【 凡例 】
（鳴鼓
トンネル
）

川
平
有
料
道
路

長崎漁港臨港道路
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日並交差点

井手園交差点

②② 現道現道拡幅の可否拡幅の可否

日
並
中
央
線 現道拡幅は沿道店舗・家屋への影響が

多大なため、採用しない。
（バイパスを基本とする）



日
並
中
央
線

道路交通センサス観測地点
事故多発交差点
大型商業施設
バイパス起終点候補区間

【 凡例 】

40,951台/日

34,333台/日

（鳴鼓
トンネル
）

川
平
有
料
道
路

長崎漁港臨港道路
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日並交差点

井手園交差点

構造上、バイパスの接続が可能な位置
を設定

⇒終点：日並中央線

⇒起点：井出園交差点
～臨港道路トンネル坑口

③③ 起終点の設定起終点の設定



道路交通センサス観測地点
事故多発交差点
大型商業施設
バイパス起終点候補区間
学校
救急医療施設
公園
神社・寺社仏閣
墓地
ライフライン施設（電力、水道）
その他公共施設
山地部

コントロールポイントコントロールポイント

【 凡例 】山地部

とぎつカナリーホール

時津町総合福祉センター

鳴北中学校

鳴鼓小学校

青雲高校
時津小学校

時津なづみ児童館

時津図書館

熊野神社

大原野神社

長崎百合野病院

南公園

40,951台/日

34,333台/日

文化の森公園

（鳴鼓
トンネル
）

川
平
有
料
道
路

長崎漁港臨港道路

廣済寺

時津北保育園

時津町Ｂ＆Ｇ海洋センター

北長崎変電所

久留里ダム

日
並
中
央
線
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時津北小学校

日並交差点

井手園交差点

④④ コントロールポイントの抽出コントロールポイントの抽出

ルートを検討する上で避けるべきポイ
ント（コントロールポイント）を抽出
⇒学校・医療施設等の公共施設、寺社
仏閣、墓地、ライフライン関係施設
などを抽出



（鳴鼓
トンネル
）

・ルート帯東側境界：
コントロールポイント（群）を
可能な限り回避

40,951台/日

34,333台/日

川
平
有
料
道
路

長崎漁港臨港道路

佐世保方面
への延伸

（時津区間整備後検討）

道路交通センサス観測地点
事故多発交差点
大型商業施設
バイパス起終点候補区間
学校
救急医療施設
公園
神社・寺社仏閣
墓地
ライフライン施設（電力、水道）
その他公共施設
山地部
ルート帯

コントロールポイントコントロールポイント

【 凡例 】山地部

日
並
中
央
線

9

日並交差点

井手園交差点

⑤⑤ ルート帯の設定ルート帯の設定

・ルート帯西側境界：
鳴鼓トンネル坑口と廣済寺
（及び墓地）及び、急峻な山地
を回避

コントロール
ポイント
が集中

廣済寺

北長崎変電所

ルート帯
（案）



２．想定されるルートの２．想定されるルートの
方向性に方向性についてついて
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山地部

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

子
々
川
日
並
線

起点Ｂ
起点Ａ

終
点
Ｃ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）
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北長崎変電所

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

廣済寺

時津北保育園

日
並
中
央
線

墓地

墓地

墓地

終
点
Ｄ

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性

想定されるルート案及び特性

居住地区

への影響

時間短縮

効果

道路が整備さ
れることで影
響を受ける可
能性のある居
住地区の有無

国道206号を
利用していた
車両が、想定
されるルートを
走行することで
時間が短縮す
る効果



山地部

子
々
川
日
並
線

起点Ｂ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）
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（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

想定されるルート案及び特性

日
並
中
央
線

終
点
Ｄ

起終点ともに国
道に近く、迂回
距離が最も短い。

起点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

終点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

起終点ともに国
道から離れてお
り、迂回距離が
若干長くなる。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑えら
れる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに居
住地区への影響
が最も大きい。

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性 （起点（起点AA～終点～終点CC））

終
点Ｃ

起点Ａ



子
々
川
日
並
線

起点Ｂ

終
点
Ｃ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

想定されるルート案及び特性

日
並
中
央
線

山地部

起終点ともに国
道に近く、迂回
距離が最も短い。

起点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

終点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

起終点ともに国
道から離れてお
り、迂回距離が
若干長くなる。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑え
られる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに
居住地区への
影響が最も大
きい。

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性 （起点（起点AA～～終点終点DD））
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起点Ａ

終
点Ｄ



子
々
川
日
並
線

起点Ａ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

想定されるルート案及び特性

日
並
中
央
線

終
点
Ｄ

山地部

起終点ともに国
道に近く、迂回
距離が最も短い。

起点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

終点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

起終点ともに国
道から離れてお
り、迂回距離が
若干長くなる。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑えら
れる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに居
住地区への影響
が最も大きい。

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性 （（起点起点BB～～終点終点CC））
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終
点Ｃ

起点Ｂ



子
々
川
日
並
線

起点Ａ

終
点
Ｃ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）

想定されるルート案及び特性

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

起終点ともに国
道に近く、迂回
距離が最も短い。

起点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

終点側が国道に
近く、迂回距離
が若干短くなる。

起終点ともに国
道から離れてお
り、迂回距離が
若干長くなる。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑えら
れる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住地
区への影響が大
きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに居
住地区への影響
が最も大きい。

日
並
中
央
線

山地部

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性 （起点（起点BB～～終点終点DD））
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終
点Ｄ

起点Ｂ



山地部

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

子
々
川
日
並
線

起点Ｂ
起点Ａ

終
点
Ｃ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）
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北長崎変電所

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

時津北保育園

日
並
中
央
線

墓地

墓地

終
点
Ｄ

想定されるルート案及び特性

起終点ともに現
道に近く、時間
短縮効果が最も
高い。

起点側が 現道
に近く、時間短
縮効果がやや高
い。

終点側が現道に
近く、時間短縮
効果がやや高い。

起終点ともに現
道から離れてお
り、時間短縮効
果が低い。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑え
られる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに
居住地区への
影響が最も大
きい。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性



３．意見交換３．意見交換
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山地部

ルート帯内のコントロール
ポイントを回避

想定されるルートの方向性

起終点が２地点ずつ、
ルートは大きく４パターン
が考えられる。

子
々
川
日
並
線

起点Ｂ
起点Ａ

終
点
Ｃ

ルート帯内の
居住地区
（起点付近）

ルート帯内の
居住地区
（終点付近）
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北長崎変電所

（鳴鼓
トンネル
）

川平有料道路

長崎漁港臨港道路

時津北保育園

日
並
中
央
線

墓地

墓地

終
点
Ｄ

想定されるルート案及び特性

起終点ともに現
道に近く、時間
短縮効果が最も
高い。

起点側が 現道
に近く、時間短
縮効果がやや高
い。

終点側が現道に
近く、時間短縮
効果がやや高い。

起終点ともに現
道から離れてお
り、時間短縮効
果が低い。

時間短縮

効果

特

性

ﾙｰﾄ

居住地区

への影響

Ａ
～
Ｃ

最小限に抑え
られる。

Ａ
～
Ｄ

終点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｃ

起点側で居住
地区への影響
が大きい。

Ｂ
～
Ｄ

起終点ともに
居住地区への
影響が最も大
きい。

想定されるルートの方向性想定されるルートの方向性



４．今後の予定４．今後の予定
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今後の予定今後の予定
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○８月下旬 ：西彼杵道路（時津町）に関する説明会

○１１月下旬 ：ルート帯に関する説明会（本日）

都市計画案の作成

○冬頃 ：都市計画決定に関する説明会等

時津町への意見聴取

案の公告・縦覧（意見書の提出）

県都市計画審議会への付議

○平成25年 ：都市計画決定予定

早期の事業化！

平成２４年

平成２５年



おわりにおわりに ～西彼杵道路へのご理解とご協力のお願い～～西彼杵道路へのご理解とご協力のお願い～

西彼杵道路の早期完成に向けて

本日は説明会へのご参加、誠にありがとうございました

皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。
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